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﹁
令
和
四
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
﹂

お
出
か
け
は
　
マ
ス
ク
戸
締
り
　
火
の
用
心

︹
こ
の
機
関
紙
は
、
日
本
消
防
協
会
か
ら
の
援
助
に
よ
り
発
行
し
て
い
る
も
の
で
す
︺

令和 4年 6月 20 日 消　防　岩　手　（第 804 号）（1）

　

第
三
十
八
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
（
消
防
関
係
）
受

賞
者
は
、
六
三
一
名
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
は
、
消
防
職
員
と
し
て
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
火
災
等
の
災
害
か
ら
防
御
す
る
た
め
、
永
年
に
わ
た

り
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業
務
に
精
励
す
る
と
と
も
に
消
防

力
の
強
化
、
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
消
防
の
発
展
に
貢
献
し
、

社
会
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
で
す
。

　

栄
え
あ
る
受
章
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
伝
達
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
等
の
観
点
か
ら
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
本
県
受
章
者
（
七
名
）】

瑞
宝
双
光
章

小　

倉　
　
　

明
（
元
久
慈
広
域
連
合
消
防
司
令
長
）

金　

野　

忠　

志
（
元
一
関
市
消
防
監
）

畠　

山　
　
　

誠
（
元
花
巻
市
消
防
司
令
長
）

瑞
宝
単
光
章

及　

川　
　
　

孝
（
元
胆
江
地
区
消
防
組
合
消
防
司
令
）

佐
々
木　

徳　

充
（
元
奥
州
金
ケ
崎
行
政
事
務
組
合
消
防
司
令
）

佐　

藤　

利　

栄
（
元
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
司
令
長
）

細　

川　
　
　

広
（
元
盛
岡
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
司
令
）

〔
発
令
日
：
令
和
四
年
四
月
二
十
九
日
〕

令
和
四
年
春
の
叙
勲
（
消
防
関
係
者
）
受
章
者

〔
発
令
日
：
令
和
四
年
四
月
二
十
九
日
〕

令
和
四
年
春
の
叙
勲
（
消
防
関
係
者
）
受
章
者

阿　

部　

長　

敬
（
元
奥
州
市
消
防
団
分
団
長
）

石　

川　

一　

夫
（
元
盛
岡
市
消
防
団
分
団
長
）

大　

沼　
　
　

正
（
元
紫
波
町
消
防
団
分
団
長
）

大　

森　
　
　

茂
（
元
宮
古
市
消
防
団
分
団
長
）

小　

原　

勝　

喜
（
元
奥
州
市
消
防
団
団
長
）

小
山
田　

舜
次
郎
（
元
宮
古
市
連
合
消
防
団
新
里
消
防
団
団
長
）

金　

田　

政　

義
（
元
一
関
市
消
防
団
分
団
長
）

菅　

野　

幸　

藏
（
元
北
上
市
消
防
団
副
団
長
）

菊　

池　

正　

司
（
元
遠
野
市
宮
守
消
防
団
副
団
長
）

北　

川　

俊　

正
（
元
盛
岡
市
消
防
団
分
団
長
）

坂　

井　
　
　

壯
（
元
盛
岡
市
消
防
団
副
分
団
長
）

菅　

原　

正　

和
（
元
遠
野
市
宮
守
消
防
団
分
団
長
）

髙　

橋　

裕　

悦
（
元
西
和
賀
町
消
防
団
分
団
長
）

舘　

下　
　
　

忠
（
元
宮
古
市
消
防
団
分
団
長
）

中
小
路　

啓　

二
（
元
久
慈
市
消
防
団
分
団
長
）

中　

村　

卓　

美
（
元
一
関
市
消
防
団
副
団
長
）

野　

田　

公　

則
（
元
洋
野
町
消
防
団
副
団
長
）

濱　
　
　

淺　

松
（
元
釜
石
市
消
防
団
副
団
長
）

　

令
和
四
年
春
の
叙
勲
（
消
防
関
係
）
受
章
者
は
、

六
二
二
名
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
は
、
永
年
に
わ
た
り
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
火
災
等
の
災
害
か
ら
防
御
す
る
と
と
も
に
消
防
力

の
強
化
、
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
消
防
の
発
展
に
貢
献
し
、

社
会
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
で
す
。
栄

え
あ
る
受
章
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
伝
達
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
等
の
観
点
か
ら
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
本
県
受
章
者
（
二
二
名
）】

瑞
宝
双
光
章

菊　

池　

一　

人
（
元
北
上
市
消
防
団
団
長
）

紺　

野　
　
　

博
（
元
住
田
町
消
防
団
団
長
）

水　

野　
　
　

覺
（
元
住
田
町
消
防
団
団
長
）

瑞
宝
単
光
章

赤　

石　
　
　

昭
（
元
西
和
賀
町
消
防
団
団
長
）

第
三
十
八
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲（
消
防
関
係
者
）受
章
者

第
三
十
八
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲（
消
防
関
係
者
）受
章
者

〔
発
令
日
：
令
和
四
年
四
月
二
十
九
日
〕

〔
発
令
日
：
令
和
四
年
四
月
二
十
九
日
〕



　

岩
手
県
消
防
学
校
第
六
十
八
期
消
防
職
員
初
任
教
育
の

入
校
式
を
四
月
七
日
に
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防

止
に
最
大
限
の
配
慮
を
行
っ
た
上
で
、
学
生
並
び
に
関
係

者
の
皆
様
の
健
康
と
安
全
面
を
考
慮
し
、
御
家
族
を
は
じ

め
、
参
列
者
の
規
模
を
縮
小
し
て
執
り
行
い
、
消
防
関
係

者
が
見
守
る
中
、
県
内
十
二
消
防
本
部
で
採
用
さ
れ
た

五
十
六
人
が
入
校
い
た
し
ま
し
た
。

　

坂
本
伸
一
校
長
は
、「
明
日
か
ら
始
ま
る
講
義
や
実
科

訓
練
な
ど
を
通
じ
て
、
消
防
士
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
し

た
土
台
を
築
い
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
し
て
、「
皆
さ
ん

が
学
ぶ
の
は
、
地
域
を
守
り
、
住
民
を
救
う
た
め
に
必
要

と
な
る
実
学
で
す
、
そ
れ
は
、
知
識
や
技
術
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
か
な
る
現
場
に
お
い
て
も
、
そ
れ
を
遂
行

す
る
体
力
や
気
力
を
養
う
こ
と
も
必
要
で
す
。
今
何
を
な

す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
自
分
に
問
い
か
け
な
が

ら
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

常
に
家
族
の
支
え
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

訓
練
に
励
み
、
六
か
月
後
の
卒
業
時
に
は
、
一
段
と
成
長

し
た
姿
で
各
々
の
配
属
先
に
向
か
い
、
自
信
を
持
っ
て
業

務
に
従
事
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
知
事
の
代
理
と
し
て
出
席
さ
れ
た
八
重
樫
幸
治

副
知
事
は
、
県
内
の
消
防
職
員
が
、
各
地
で
発
生
し
て
い

る
住
宅
火
災
や
林
野
火
災
を
始
め
、
頻
発
す
る
自
然
災
害

な
ど
に
お
い
て
、
困
難
な
状
況
の
中
、
救
助
、
救
出
活
動

な
ど
に
活
躍
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、「
こ
れ
か

ら
の
六
か
月
間
、
各
教
官
の
指
導
を
真
摯
な
心
と
熱
意
を

持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
、
消
防
職
員
と
し
て
の
知
識
や
技

術
の
習
得
、
研
鑽
、
学
生
同
士
の
絆
づ
く
り
に
励
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。
充
実
し
た
学
校
生
活
を
過
ご
さ
れ
、
県
民

の
負
託
に
応
え
る
消
防
人
と
な
ら
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し

ま
す
。」
と
告
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
学
生
代
表
と
し
て
、
花
巻
市
消
防
本
部

の
菊
池
千
智
学
生
が
、「
各
教
官
の
教
え
を
よ
く
守
り
、

勉
学
に
努
め
、
礼
節
と
規
律
を
正
し
、
品
位
の
向
上
に
努

入
校
式

第
六
十
八
期

消
防
職
員
初
任
教
育
学
生

第
六
十
八
期

め
、
消
防
職
員
と
し
て
の
素
養
を
培
う
こ
と
に
最
善
を
尽

く
し
ま
す
。」
と
力
強
く
宣
誓
し
、
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

入
校
生
の
所
属
と
氏
名
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〈 
消
防
学
校
だ
よ
り 

＝ 

岩
手
県
消
防
学
校
様
よ
り
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た 

＝ 

〉

八重樫幸治副知事の告辞 坂本校長の式辞宣誓する菊池千智学生

№ 所　属 氏　名
1 盛岡地区広域消防組合消防本部 長谷川和輝
2 〃 阿部　透唯
3 〃 畠山　幸太
4 〃 角掛　佑成
5 〃 佐々木康人
6 〃 井上　　怜
7 〃 奥山　大吾
8 〃 大澤　夏唯
9 〃 小松　　慶
10 〃 谷地　智哉
11 〃 三澤　圭太
12 〃 髙槗　唯人
13 〃 奥澤　美咲
14 〃 高橋　翔也
15 〃 工藤　　翔
16 〃 山崎　大輝
17 〃 金浜　大裕
18 〃 朽木　颯良
19 宮古地区広域行政組合消防本部 大川原光将
20 〃 佐々木翔平
21 〃 佐々木良実
22 一 関 市 消 防 本 部 阿部　　響
23 〃 瀧澤　賢生
24 〃 千葉　紗依
25 〃 佐藤　広陸
26 〃 及川　達志
27 〃 吉田　珠李
28 釜石大槌地区行政事務組合消防本部 宇夫方子竜

№ 所　属 氏　名
29 釜石大槌地区行政事務組合消防本部 鳥澤　天妙
30 奥州金ケ崎行政事務組合消防本部 三上　　隼
31 〃 佐藤　竜成
32 〃 佐藤　隼人
33 久慈広域連合消防本部 川向　隼叶
34 〃 沢里　　樹
35 〃 北村　知輝
36 〃 鎌倉　　蓮
37 〃 伊藤　一馬
38 花 巻 市 消 防 本 部 菊池　千智
39 〃 髙橋　拓郎
40 〃 栗畑　玲偉
41 〃 下瀬川優雅
42 〃 髙槗　　空
43 北上地区消防組合消防本部 菊池　　佑
44 〃 高橋　由宇
45 〃 千葉　俊介
46 〃 藤川　龍輝
47 〃 千田　俊介
48 〃 千葉　勝希
49 大船渡地区消防組合消防本部 千葉　凌馬
50 〃 鈴木　　蓮
51 〃 駒ヶ嶺春風
52 遠 野 市 消 防 本 部 菊池　弥寛
53 〃 多田　智貴
54 〃 菊池　優斗
55 陸前高田市消防本部 宮城　隆宜
56 二戸地区広域行政事務組合消防本部 沖野　　孔
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令
和
４
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
（
法
定
講
習
）
を
次

の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
本
年
度
の
受
講
対
象
者
は
、
令

和
元
年
度
の
講
習
受
講
者
が
主
体
と
な
り
ま
す
が
、
受
講
対
象

要
件
を
確
認
し
該
当
者
は
受
講
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
継
続
的
に
受
講
さ
れ
て
い
る
方
は
、
免
状
裏
面
の
最
終

講
習
年
月
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

１　

受
講
対
象
者

　

危
険
物
取
扱
者
で
製
造
所
、
貯
蔵
所
又
は
取
扱
所
に
お
い
て
危

険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
方
。

　

な
お
、
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な
い
方
で
も
、
希
望

に
よ
り
受
講
で
き
ま
す
。

⑴　

継
続
し
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
、
講

習
日
に
お
け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
ご
と
に
受
講

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑵　

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な
か
っ
た
方
が
、
新
た

に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
従
事
す
る
こ
と
と

な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

但
し
、
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
の
過
去
２
年
以
内
に
危
険

物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
又
は
講
習
を
受
け
て

い
る
方
は
、
そ
の
免
状
の
交
付
日
又
は
講
習
日
以
後
に
お
け
る

最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

※
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
な
く
な
っ
た
方
、
又
は
従
事
し
て

い
な
い
方
は
法
令
上
、
特
に
受
講
す
る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２　

講
習
種
別
（
対
面
講
習
・
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
共
通
）

⑴　

給
油
取
扱
所
従
事
者
（
対
面
講
習
の
場
合
は
午
前
に
実
施
）

⑵　

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す

る
特
定
事
業
所
の
従
事
者
（
対
面
講
習
の
場
合
は
午
後
に
実
施
）

⑶　

⑴
及
び
⑵
以
外
の
危
険
物
施
設
従
事
者
（
対
面
講
習
の
場
合

は
午
後
に
実
施
）

消
防
法
第
13
条
の
23
に
規
定
す
る
講
習
（
本
年
度
か
ら
対
面
講
習
に
加
え
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
を
導
入
し
実
施
い
た
し
ま
す
。）

　

令
和
４
年
度　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
実
施
日
程

３　

受
講
申
請
手
続
き
（
対
面
講
習
・
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
共
通
）

⑴		

受
講
申
請
書
は
、
岩
手
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
、
各
消

防
本
部
（
消
防
署
、
分
署
、
出
張
所
）
及
び
岩
手
県
庁
復
興
防

災
部
消
防
安
全
課
に
お
い
て
配
布
し
ま
す
。（
申
請
書
は
、
当

連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

⑵　

受
講
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
い
た
だ
き
、
受
講
手
数
料

と
し
て
、
４
，
７
０
０
円
分
の
岩
手
県
収
入
証
紙
を
必
ず
貼

付
す
る
こ
と
。
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
希
望
者
は
、「
受
講
希
望
欄
」

に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
面
講
習
・
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
と
も
「
申
請
書
記
入
例
」
を

参
考
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

４　

講
習
日
程

⑴　

対
面
講
習
（
会
場
講
習
）

◦
定
員
は
、
午
前
・
午
後
実
施
の
講
習
そ
れ
ぞ
れ
の
定
員
で
あ

る
こ
と
。

◦
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
講
習
は
、
久
慈
市
で
実
施
す
る
こ
と
。

■
対
面
講
習
の
申
請
書
受
付
期
間
：
令
和
４
年
７
月
22
日
㈮
～
８
月
22
日
㈪

⑵　

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習

実
施
回
数

受　

講

開
始
日

講
習
区
分

定
員

受
講
申
請
書
の

受
付
期
間

第
１
回

9
月
1
日

給油取扱所その他の
施設コンビナート

100

8
月
1
日
㈪
～
8
月
19
日
㈮

第
２
回

10
月
３
日

100

9
月
1
日
㈭
～
9
月
20
日
㈫

第
３
回

11
月
1
日

100

10
月
3
日
㈪
～
10
月
21
日
㈮

注
１　

受
講
期
限
は
、
受
講
開
始
日
か
ら
1
か
月
と
な
る
こ
と
。

注
2　

各
回
数
の
定
員
は
、
講
習
区
分
ご
と
の
定
員
で
は
な
い
こ

と
。
合
計
数
と
な
る
こ
と
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
に
関
す
る
注
意
事
項
】

１　

居
住
地
若
し
く
は
勤
務
地
が
岩
手
県
内
の
方
で
、
危
険
物
の
取
扱
作

業
に
従
事
し
て
い
る
方
を
対
象
と
す
る
。

２　

パ
ソ
コ
ン
又
は
モ
バ
イ
ル
端
末
で
受
講
で
き
ま
す
が
、
推
奨
環
境
の

条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

３　

受
講
申
請
は
、
申
請
書
（
収
入

証
紙
の
貼
付
）
と
レ
タ
ー
パ
ッ
ク

プ
ラ
ス
（
日
本
郵
便
㈱
520
円
）
を

同
封
し
受
付
期
間
内
に
必
着
す
る

よ
う
簡
易
書
留
で
郵
送
の
こ
と
。

な
お
、
受
付
手
続
き
後
、
講
習
シ

ス
テ
ム
の
受
講
登
録
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
・

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
、
受
講
用
テ

キ
ス
ト
等
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

（
当
連
合
会
へ
直
接
持
参
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。）

４　

受
付
後
は
、
申
請
書
及
び
手
数
料
の
お
返
し
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
請

者
の
変
更
及
び
講
習
区
分
の
変
更
も
で
き
ま
せ
ん
。

５　

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
か
ら
対
面
講
習
へ
の
変
更
は
で
き
な
い
こ
と
。

６　

効
果
測
定
に
合
格
し
た
方
は
、
講
習
シ
ス
テ
ム
か
ら
「
受
講
証
明
書
」

の
発
行
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
発
行
し
た
受
講
証
明
書
が
講
習
修
了
印

の
代
わ
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
免
状
と
一
緒
に
保
持
す
る
こ
と
。

７　

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
の
受
講
方
法
は
、
当
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

の
「
受
講
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
参
照
の
こ
と
。

注　

申
請
書
の
様
式
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
前
年
度
ま
で
の
申
請

書
を
お
持
ち
の
方
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
新
し
い
申
請
書
で

申
請
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
受
講
票
及
び
３
年
後
の
講
習
案
内
は
全
て
当
連
合
会
で

発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

実
施
日

実　

施　

会　

場

定
員

9
月
16
日
㈮

北
上
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
ホ
ー
ル

220

9
月
21
日
㈬

久
慈
市
文
化
会
館

150

9
月
26
日
㈪

岩
手
県
民
会
館

300

10
月
5
日
㈬

一
関
文
化
セ
ン
タ
ー

230

10
月
14
日
㈮

宮
古
市
民
文
化
会
館

180

10
月
19
日
㈬

大
船
渡
市
民
文
化
会
館

300

10
月
26
日
㈬

奥
州
市
文
化
会
館

250

11
月
7
日
㈪

花
巻
市
文
化
会
館

300

11
月
11
日
㈮

盛
岡
市
渋
民
文
化
会
館

300

【レターパックプラス送付数】
申込人数 枚　数
1～ 3名 1枚
４～ 6名 2枚
７～ 9名 3枚
10 ～ 12 名 4 枚
13 ～ 15 名 5 枚
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消防団員さんを
　　　　　ご紹介します
消防団員さんを
　　　　　ご紹介します

No.91

今月の 団
ダン

ディ さん
花巻市消防団

（第 2分団　分団長）

佐
さ

々
さ

木
き

隆
りゅう

史
じ
さん

＊年齢：46歳
＊趣味・特技：ドライブ
＊一言：地域のために頑張ります。

　平成13年に地元の先輩方の強い勧誘により消防団に入団しました。入団

当初は、仕事の都合で行事に参加できないことが多かったのですが、仲間た

ちの理解もあり現在まで続けることができています。消防団活動を通じて

様々な年代・職種の方々と知り合えたことや地域のコミュニティに一層溶け

込むこともできました。また、私はＪＡいわて花巻に勤務しておりますが、

消防団の話で初めて会った農家さんとの会話を広げることや、親しみをもっ

ていただけることも入団して良かったことの一つだと思います。

　近年は、大規模な災害も増えており、いざというときにしっかりと活動で

きるよう、分団団員とともに有事に備えた準備を心がけて行きたいと考えて

おります。

　消防団活動は、地域・家族・職場の理解があるからこそ成り立っています。

今後も地域・消防団活動を通じて、安心して暮らせる地域を築けるように頑

張りたいと思います。

29

◎本　　　社/盛岡市天神町13-27 Tel. 019-623-4364
◎二戸営業所/二戸市石切所字荷渡1-9 Tel. 0195-43-4100
◎奥州営業所/奥州市胆沢小山字附野72-16 Tel. 0197-47-3464
◎宮古営業所/宮古市上鼻二丁目3-15 Tel. 0193-65-7080

実感してください！操法大会最適ホース。

NEWアスリート4／NEWアンカー4
第1～2線用　最適ホース 第3線用　最適ホース

互光商事株式互光商事株式會會社社創業創業
昭和22年昭和22年

日本機械消防自動車
ジェットホース

各種消防用被服　消防団員袢纏
ホース洗浄機・乾燥機

トーハツ小型消防ポンプ
ジェットシューター

FV防火衣・ゴアテックス雨衣
屯所用ホース乾燥塔

代表取締役代表取締役 玉 川 康 介玉 川 康 介

営業品目

互光商事株式會社創業
昭和22年

代表取締役 玉 川 康 介
本　　　社／紫波郡矢巾町広宮沢11-501-14
　　　　　　☎ 019-639-0505 ㈹

操法最適
トーハツ小型ポンプ
VC72プロⅢ
大型アルミ２基真空ポンプ付

有限会社文林商会

シバウラ小型消防ポンプ、日本機械消防自動車
ホース乾燥塔　NAホスポール

操法用ホース・消防・防災用品及被服

営業品目

県知事許可（般－2）第6269号

代表取締役 吉田 良一
本　社╱一関市滝沢字鶴ケ沢7－59
　　　　TEL　0191－21－1119（代）

盛岡営業所╱盛岡市好摩字夏間木83－122
　　　　TEL　019－682－0800

三陸営業所╱上閉伊郡大槌町上町2－12
　　　　TEL　0193－42－8090

■盛岡営業所
〒020-0045　盛岡市盛岡駅西通 1-5-16

この世にただ１つだけのオゾン空気清浄機
PM2.5までも99.95％除去し、
さらにオゾンでエアルゾル化した菌や
ウイルスを除去
いつでも、クリーンな室内環境をこの一台で

BT-180H 278,000円(税別)より

国土交通大臣許可(般-28)第888号 〈創業大正8年〉トーハツ・モリタ岩手県代理店

株式会社 古川ポンプ製作所
一関支店／岩手県一関市山目字中野34-2

TEL.0191-25-5221  FAX.0191-25-5220

AIR CLEANER WITH OZONE GENERATOR FUNCTION

TECHNOLOGY & ECOLOGY

278,000円

令和 4年 6月 20 日 消　防　岩　手　（第 804 号）（4）


